











使用頻度が低い居室のカビの発生しやすさ









温湿度

カビ指数

温度

湿度







湿度７０％超でカビセンサーが応答

カビが発生する

環境でない
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カビ指数
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温度（℃）
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内装材表面のカビの発生条件
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室内および内装材裏側の湿度による影響

条件A

(湿度一定)

条件B

(裏側高湿度)

水槽

カビセンサー





内装材の裏側の湿度にも注意が必要



未検出



*p<0.01
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室内の除湿によるカビの発生対策の考え方（25℃）







高水分値　

低水分値

対策終了

対策終了

内装材の裏側が高湿度または内装材が冷やされている可能性

室内を70%

以下に除湿

室内を60%

以下に除湿

内装材の裏側が冷やされている可能性

室内の除湿以外に内装材を保温する等の措置が必要

内装材表面の水分計測

内装材表面の水分計測

















低水分値

高水分値　
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